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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成21年１月30日の第３四半期決算発表時に公表した平成21年３月期（平成20年

４月１日～平成21年３月31日）の業績予想における予想値と比較して、本日公表の決算において差異が生じました

のでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．当期の業績予想数値と実績値との差異（平成20年４月１日～平成21年３月31日） 

（連結） （単位：百万円） 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 101,900 2,650 2,500 230

今 回 実 績 値（Ｂ） 101,309 3,553 3,368 402

差 額（Ｂ－Ａ） △ 591 903 868 172

差 額 率（％） △ 0.6 34.1 34.7 74.8

（ご参考） 
前期実績（平成20年３月期） 96,557 1,380 1,133 401

（個別） （単位：百万円） 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 100,700 1,930 1,580 210

今 回 実 績 値（Ｂ） 100,081 2,072 1,944 193

差 額（Ｂ－Ａ） △ 619 142 364 △ 17

差 額 率（％） △ 0.6 7.4 23.0 △ 8.1

（ご参考） 
前期実績（平成20年３月期） 95,850 804 937 316

 

２．差異が生じた理由（連結及び個別） 

売上高は、需要喚起を高める企画提案型営業活動などにより、ほぼ予定通りの推移となりました。利益につきま

しては、期の前半に高騰した原材料価格が後半には落ち着きを見せたこと、コスト削減活動、販売費の節減と効率

的使用、商品の価格改定や内容量変更の実施などに努めたことにより、営業利益、経常利益、当期純利益が前回予

想を上回ることとなりました。 

 

 

以 上 


